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農
水
省
は
６
月
２７
日
、
農

業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す

る
法
律
（
農
振
法
）
に
基
づ

く
「
農
用
地
等
の
確
保
等
に

関
す
る
基
本
方
針
」
を
変
更

し
、
公
表
し
た
。

こ
の
基
本
方
針
は
、
優
良

農
地
の
確
保
を
図
る
た
め
の

国
の
基
本
的
な
考
え
方
を
示

す
も
の
で
、
経
済
事
情
の
変

動
な
ど
に
よ
り
、
必
要
が
生

じ
た
と
き
に
変
更
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。

《
主
な
変
更
内
容
》

㈠
食
料
の
安
定
供
給
の
確

保
の
た
め
の
農
業
生
産
に
必

要
な
、
農
用
地
等
の
確
保
に

関
す
る
基
本
的
な
事
項

改
正
農
振
法
に
よ
り
、
基

本
指
針
に
新
た
に
定
め
る
こ

と
と
な
っ
た
、
農
用
地
等
の

確
保
に
関
す
る
基
本
的
な
考

え
方
を
追
加
。

㈡
農
用
地
区
域
内
に
お
い

て
確
保
す
べ
き
農
用
地
の
面

積
の
目
標
（
図
参
照
）
。

国
に
お
け
る
３５
年
の
確
保

す
べ
き
農
用
地
（
農
用
地
区

域
内
農
地
）
の
面
積
の
目
標

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

す
う
勢
を
踏
ま
え
、
計
画
期

間
の
施
策
効
果
を
織
り
込

み
、
３
９
０
万
ha
と
設
定
し

た
（
２３
年
時
点
の
農
用
地
区

域
内
農
地
の
面
積
は
３
９
６

・
７
万
ha
）
。

こ
れ
ま
で
の
す
う
勢
ば
か

り
で
な
く
、
改
正
農
振
法
の

効
果
、
荒
廃
農
地
の
発
生
防

止
、
荒
廃
農
地
の
解
消
等
に

よ
る
増
加
も
加
味
し
た
。

㈢
都
道
府
県
の
農
用
地
区

域
内
に
お
い
て
確
保
す
べ
き

農
用
地
の
面
積
の
目
標
の
設

定
の
基
準
に
関
す
る
事
項

㈡
を
踏
ま
え
、
都
道
府
県

の
農
用
地
区
域
内
に
お
い
て

確
保
す
べ
き
農
用
地
の
面
積

の
目
標
設
定
の
基
準
に
関
す

る
事
項
を
変
更
し
た
。
目
標

年
は
３５
年
と
し
、
目
標
設
定

の
基
準
年
は
２３
年
と
し
た
。

全
日
本
開
拓
者
連
盟
は
７

月
１１
日
、
東
京
の
全
開
連
会

議
室
に
お
い
て
２５
年
度
青
年

部
役
員
会
を
開
催
し
た
。
各

ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
選
出
さ
れ
た

新
青
年
部
役
員
に
委
嘱
状
を

交
付
す
る
と
と
も

に
、
全
国
開
拓
青
年

・
女
性
研
修
会
の
運

営
に
つ
い
て
協
議
を

行
っ
た
。

２５
年
度
の
青
年
部

役
員
体
制
は
、
部

長
：
平
嶋
宏
紀
（
九
州
ブ
ロ

ッ
ク
・
福
岡
県
、
肉
牛
）
、

副
部
長
：
山
口
竜
也
（
東
北

ブ
ロ
ッ
ク
・
青
森
県
、
酪

農
）
、
同
：
大
塚
裕
太
（
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
・
栃
木
県
、
野

菜
）
、
同
：
甲
斐
健
二
（
中

部
・
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
・
島
根

県
、
果
樹
）の
各
氏
に
決
定
。

菊
地
委
員
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

に
委
嘱
状
が
手
渡
さ

れ
た
。

ま
た
、
２５
年
度
の

全
国
開
拓
青
年
・
女

性
研
修
会
の
運
営
に

つ
い
て
の
協
議
で
、

連
盟
、
全
開
連
、
全

国
開
拓
振
興
協
会
の
開
拓
中

央
三
団
体
の
共
催
に
よ
り
、

１１
月
１８
〜
２０
日
の
３
日
間
、

福
岡
県
下
で
実
施
す
る
こ
と

を
決
め
た
。

１
日
目
は
、
全
国
開
拓
振

興
協
会
の
講
演
会
と
し
、
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
山
口
亮
子

氏
と
、
東
京
大
学
大
学
院
の

鈴
木
宣
弘
教
授
の
講
演
が
行

わ
れ
る
。

２
日
目
は
、
福
岡
市
中
央

卸
売
市
場
食
肉
市
場
の
視
察

な
ど
を
行
う
。

３
日
目
は
朝
食
後
解
散
。

詳
細
は
事
務
局
一
任
と
し

た
。

青
年
部
長
に
就
任
し
た
平
嶋
さ
ん

公
益
社
団
法
人
全
国
開

拓
振
興
協
会
は
、
７
月
１

日
に
設
立
５０
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
会

員
を
は
じ
め
、
関
係
各
位

の
ご
支
援
、
ご
協
力
の
賜

物
と
深
く
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

顧
み
ま
す
と
、
当
協
会

は
前
身
で
あ
る
全
国
拓
友

会
等
の
発
展
的
解
散
を
受

け
て
昭
和
５０（
１
９
７
５
）

年
７
月
に
社
団
法
人
全
国

開
拓
振
興
協
会
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
平
成
２５（
２
０
１
３
）

年
に
公
益
社
団
法
人
全
国

開
拓
振
興
協
会
と
な
り
、

今
日
に
至
っ
て
お
り
ま

す
。
当
協
会
は
、
設
立
以

来
今
日
ま
で
一
貫
し
て
、

戦
後
開
拓
事
業
に
よ
り
全

国
各
地
に
入
植
し
た
開
拓

者
や
開
拓
地
へ
の
支
援
に

よ
る
開
拓
営
農
の
振
興
を

通
じ
て
、
我
が
国
農
業
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
活
動
し
て
参

り
ま
し
た
。

一
方
、
こ
の
５０
年
は
国

内
外
と
も
に
激
動
の
時
代

で
も
あ
り
ま
し
た
。
急
激

な
農
業
の
国
際
化
の
進
展

や
国
際
紛
争
な
ど
に
起
因

す
る
経
済
・
金
融
情
勢
の

不
安
定
化
、
生
産
資
材
価

格
の
高
騰
や
農
畜
産
物
価

格
の
低
迷
、
歯
止
め
が
か

か
ら
な
い
農
家
数
や
担
い

手
の
減
少
な
ど
、
我
が
国

農
業
を
取
り
巻
く
状
況
は

協
会
設
立
当
時
と
は
大
き

く
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。

予
断
を
許
さ
な
い
先
行

き
不
透
明
な
時
代
で
は
あ

り
ま
す
が
、
当
協
会
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
今
後
と

も
我
が
国
農
業
の
担
い
手

で
あ
る
開
拓
者
と
開
拓
営

農
の
持
続
的
な
発
展
の
た

め
微
力
な
が
ら
努
め
て
参

る
所
存
で
す
の
で
、
引
き

続
き
皆
様
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

令
和
７
年
７
月

公
益
社
団
法
人
全
国
開

拓
振
興
協
会

会
長

西
谷
悟
郎

山
形
県
東
根
市
は
、
「
果

樹
王
国
ひ
が
し
ね
」
と
い
わ

れ
、
全
国
屈
指
の
果
樹
生
産

量
を
誇
る
。
中
で
も
さ
く
ら

ん
ぼ
は
生
産
量
日
本
一
で
、

有
名
な
「
佐
藤
錦
」
発
祥
の

地
で
も
あ
る
。

お
さ
な
ぎ

若
木
開
拓
地
も
市
内
に
あ

り
、
多
く
の
果
樹
園
が
広
が

っ
て
い
る
。
ま
た
、
「
さ
く

ら
ん
ぼ
狩
り
」
の
観
光
農
園

も
数
多
く
み
ら
れ
る
。

写
真
は
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り

の
様
子
で
、
生
産
者
の
「
木

の
上
の
方
が
日
差
し
を
浴
び

て
甘
い
」
と
の
説
明
に
、
男

の
子
が
家
族
の
期
待
を
一
身

に
受
け
て
高
い
枝
の
さ
く
ら

ん
ぼ
を
取
っ
て
い
る
。

こ
の
農
園
で
は
、
手
打
ち

そ
ば
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
も
あ

り
、大
い
に
賑
わ
っ
て
い
た
。

果樹王国ひがしねの「さくらんぼ狩り」

確
保
す
べ
き
農
用
地
３９０
万
ha

２０３５年

減
少
を
6.7
万
ha
ま
で
に
留
め
る

全
国
開
拓
振
興
協
会

設
立
５０
周
年
を
迎
え
て
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Ｊ
Ａ
全
農
は
６
月
１９
日
、

第
２
四
半
期
（
７
〜
９
月
）

の
配
合
飼
料
供
給
価
格
を
前

期
（
４
〜
６
月
）
よ
り
、
全

国
全
畜
種
総
平
均
で
２
２
０

０
円
／
ｔ
下
げ
る
と
発
表
し

た
。
値
下
げ
す
る
の
は
２
期

連
続
と
な
る
。

飼
料
情
勢
と
し
て
は
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
は
米
国
産
地
で

作
付
け
が
順
調
な
こ
と
や
、

南
米
産
の
豊
作
が
期
待
さ
れ

る
こ
と
等
で
、
シ
カ
ゴ
定
期

は
下
落
と
な
っ
た
。
大
豆
粕

も
、
米
国
産
の
順
調
な
作
付

け
や
南
米
産
の
豊
作
見
通
し

で
、
下
落
し
た
。
ま
た
、
国

産
大
豆
粕
価
格
は
、
円
高
傾

向
な
ど
で
値
下
が
り
が
見
込

ま
れ
る
。

海
上
運
賃
は
、
南
米
産
穀

物
の
輸
送
需
要
が
堅
調
な
こ

と
、
中
東
情
勢
の
悪
化
に
よ

る
原
油
価
格
の
上
昇
が
、
運

賃
に
影
響
し
て
い
る
。

外
国
為
替
は
、
３
月
上
旬

に
は
１
４
９
円
／
㌦
前
後
だ

っ
た
が
、
米
国
の
景
気
悪
化

が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
４

月
中
旬
に
は
一
時
１
３
９
円

／
㌦
ま
で
円
高
と
な
っ
た
。

６
月
下
旬
に
は
１
４
４
円
／

㌦
前
後
で
の
推
移
と
な
っ
て

い
る
。

配
合
飼
料
価
格
は
２
期
連

続
の
値
下
げ
に
な
る
も
の

の
、
高
止
ま
り
の
状
況
は
改

善
し
き
れ
て
い
な
い
（
図
参

照
）
。

２２
年
度
第
２
四
半
期
を
ピ

ー
ク
に
、
徐
々
に
下
降
傾
向

に
推
移
し
て
い
る
が
、
高
騰

前
の
２０
年
度
第
２
四
半
期
と

比
べ
る
と
、
依
然
と
し
て
２

万
３
千
円
／
ｔ
以
上
高
く
な

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
高
止
ま
り
が

続
い
て
い
る
の
で
、
全
国
畜

産
配
合
飼
料
価
格
安
定
基
金

の
補
て
ん
金
は
、
２３
年
度
第

４
四
半
期
以
降
７
期
連
続
で

発
動
し
て
い
な
い
。

畜
産
業
界
の
危
機
的
状
況

は
続
い
て
お
り
、
更
な
る
国

に
よ
る
対
策
が
望
ま
れ
る
。

★
新
基
金
の
意
義

国
が
や
ら
ぬ
な
ら
民
間

で
、
と
い
う
新
た
な
基
金
が

動
き
出
す
。
こ
れ
は
画
期
的

な
こ
と
だ
。
た
だ
し
、
い
く

つ
か
の
懸
念
事
項
が
あ
る
。

酪
農
家
と
乳
業
の
負
担

で
、
国
の
拠
出
が
な
い
。
こ

れ
は
本
来
、
国
が
や
る
べ
き

こ
と
で
、
各
国
は
そ
う
し
て

い
る
。
せ
め
て
、
国
が
大
半

を
出
し
て
、
民
間
か
ら
も
補

足
す
る
べ
き
も
の
で
は
な
い

か
。
結
局
、
苦
し
ん
で
い
る

酪
農
家
の
新
た
な
負
担
を
上

乗
せ
す
る
こ
と
に
な
る
の
は

避
け
た
い
。

米
国
・
カ
ナ
ダ
・
Ｅ
Ｕ
で

は
、
設
定
さ
れ
た
最
低
限
の

価
格
（
「
融
資
単
価
」
、「
支

持
価
格
」
、
「
介
入
価
格
」

な
ど
）
で
政
府
が
穀
物
・
乳

製
品
を
買
上
げ
、
国
内
外
の

援
助
に
回
す
仕
組
み
を
維
持

し
て
い
る
。
か
つ
、
農
家
の

所
得
が
最
低
限
維
持
で
き
る

よ
う
に
直
接
支
払
い
も
行
う

二
重
の
支
援
が
あ
る
。

牛
・
豚
マ
ル
キ
ン
は
、
国

が
３
／
４
、
生
産
者
が
１
／

４
の
拠
出
で
、
家
族
労
働
費

を
含
め
た
コ
ス
ト
を
カ
バ
ー

す
る
仕
組
み
に
し
て
い
る
。

こ
れ
に
近
い
も
の
を
酪
農
に

も
作
る
と
い
う
方
向
で
や
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

し
か
も
、
ク
ロ
ス
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
と
し
て
、
拠
出

金
を
出
さ
な
い
と
、
補
助
事

業
が
受
け
ら
れ
な
く
す
る
と

い
う
の
は
疑
問
が
あ
る
。
本

来
、
最
低
限
の
環
境
に
配
慮

し
た
農
法
を
実
践
し
て
い
る

こ
と
を
、
補
助
政
策
の
要
件

と
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の

基
金
に
拠
出
す
る
こ
と
が

「
農
家
の
最
低
限
の
義
務
」

だ
と
い
う
性
格
の
も
の
で
は

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

か
つ
、
マ
ル
キ
ン
の
よ
う

に
、
ど
う
い
う
事
態
に
ど
う

い
う
条
件
で
何
を
発
動
す
る

の
か
、
明
確
に
ル
ー
ル
を
決

め
て
お
か
な
く
て
は
、
基
金

の
使
用
が
不
透
明
に
な
る
。

ま
た
、
本
来
、
国
が
や
る
べ

き
政
策
を
放
棄
し
て
、
当
事

者
に
負
担
を
押
し
付
け
て
く

る
流
れ
を
作
り
か
ね
な
い
。

そ
も
そ
も
、「
生
産
調
整
」

と
い
う
考
え
方
か
ら
抜
け
出

る
必
要
が
あ
る
。
減
産
で
な

く
増
産
し
て
、
輸
入
か
ら
国

産
に
置
き
換
え
る
需
要
創
出

（
特
に
チ
ー
ズ
）
こ
そ
今
必

要
だ
。
３０
万
ｔ
程
度
の
増
減

で
右
往
左
往
を
繰
り
返
す
、

場
当
た
り
的
な
需
給
調
整
か

ら
脱
却
す
る
に
は
、
３０
万
ｔ

程
度
が
チ
ー
ズ
向
け
で
は
け

る
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
だ
け

だ
。
チ
ー
ズ
向
け
生
乳
の
内

外
価
格
差
を
、
政
策
的
に
農

家
あ
る
い
は
メ
ー
カ
ー
に
補

て
ん
す
る
の
に
１
０
０
億
円

も
か
か
ら
な
い
。

ま
ず
、
３０
万
ｔ
前
後
で
、

チ
ー
ズ
向
け
の
置
き
換
え
を

伸
び
縮
み
す
る
バ
ッ
フ
ァ
ー

を
確
保
し
て
お
け
ば
、
生
産

調
整
に
協
力
し
な
い
と
補
助

事
業
は
受
け
ら
れ
な
い
と

か
、
そ
う
い
う
方
向
で
酪
農

家
を
縛
る
必
要
は
な
く
な

る
。農

家
を
苦
し
め
る
、
意
地

悪
な
政
策
か
ら
脱
却
し
な
い

と
、
本
当
に
農
家
が
い
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
国
内
外
へ

の
人
道
支
援
も
含
め
た
、
需

要
復
元
・
創
出
で
消
費
者
も

農
家
も
共
に
助
け
る
出
口
対

策
に
財
政
出
動
す
れ
ば
、
農

業
を
守
り
、
食
料
危
機
に
も

備
え
ら
れ
る
。

★
画
期
的
な
酪
農
家

と
消
費
者
の
自
給
圏

生
協
陣
営
に
新
た
な
動
き

が
出
て
い
る
。
減
少
す
る
生

乳
生
産
に
歯
止
め
を
か
け
、

酪
農
家
を
守
り
、
組
合
員
の

牛
乳
・
乳
製
品
を
確
保
す
る

た
め
の
、
生
協
に
よ
る
「
牛

乳
循
環
圏
」
の
構
築
だ
。

８
０
０
頭
規
模
の
共
同
牧

場
を
つ
く
り
、
傘
下
の
酪
農

家
に
そ
こ
に
入
っ
て
も
ら
っ

て
、
組
合
員
の
生
乳
・
乳
製

品
需
要
を
す
べ
て
賄
う
仕
組

み
だ
。
消
費
者
と
生
産
者
が

支
え
合
う
素
晴
ら
し
い
画
期

的
な
モ
デ
ル
だ
。

こ
の
仕
組
み
は
、
酪
農
家

に
負
担
を
増
や
す
の
で
は
な

く
、
低
温
殺
菌
の
瓶
牛
乳
を

高
い
価
格
で
買
い
取
る
こ
と

で
、
消
費
者
が
買
い
支
え
る

仕
組
み
の
強
化
だ
。
生
協
の

職
員
も
組
合
員
（
消
費
者
）

も
酪
農
生
産
に
も
参
画
す

る
。
政
府
や
大
手
乳
業
、
酪

農
団
体
の
対
応
が
不
十
分
で

あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
こ
う
し

た
消
費
者
自
身
が
酪
農
家
と

直
接
結
び
つ
い
て
支
え
合
う

仕
組
み
が
希
望
の
光
で
あ

り
、
ま
す
ま
す
広
が
る
で
あ

ろ
う
。

こ
こ
で
は
、
独
自
の
Ｔ
Ｍ

Ｒ
セ
ン
タ
ー
も
つ
く
り
、
傘

下
の
耕
種
農
家
に
牧
草
な
ど

の
栽
培
を
増
や
し
て
も
ら

い
、
地
域
の
食
品
残
渣
な
ど

の
活
用
も
増
や
し
て
、
飼
料

の
国
産
率
を
６４
％
ま
で
高
め

て
お
り
、
さ
ら
に
上
昇
さ
せ

よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
れ
も
画
期
的
だ（
た
だ
し
、

牧
草
の
種
の
国
産
率
は
０
・

０
０
１
％
程
度
な
の
で
、
こ

れ
は
大
き
な
課
題
と
し
て
残

っ
て
い
る
）
。

農
水
省
は
６
月
１１
日
、
２４

年
度
に
お
け
る
担
い
手
（
認

定
農
業
者
・
認
定
新
規
就
農

者
・
集
落
営
農
・
基
本
構
想

水
準
到
達
者
）
へ
の
農
地
集

積
の
状
況
を
公
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
担
い
手

へ
の
２４
年
度
の
農
地
集
積
率

は
前
年
度
よ
り
１
・
１
ha
高

い
６１
・
５
％
と
な
っ
た
。
農

地
集
積
率
と
は
、
耕
地
面
積

（
農
用
地
区
域
内
農
地
・
市

街
地
区
域
内
農
地
・
公
共
牧

場
等
で
、休
耕
地
等
を
含
む
）

に
占
め
る
担
い
手
が
利
用
し

て
い
る
面
積
の
割
合
。

ま
た
、
担
い
手
へ
の
農
地

集
積
面
積
は
約
２
６
３
万
ha

で
、３
・
４
万
ha
増
加
し
た
。

農
地
バ
ン
ク
に
よ
る
集
積

面
積
は
、
約
２２
・
５
万
ha
と

新
規
集
積
面
積
全
体
の
約
５０

％
強
と
な
っ
て
お
り
、
年
々

農
地
バ
ン
ク
を
通
じ
た
担
い

手
へ
の
集
積
は
増
加
し
て
い

る
。都

道
府
県
別
の
農
地
集
積

率
を
み
る
と
、
減
少
し
て
い

る
県
は
な
い
が
、
伸
び
率
に

は
か
な
り
バ
ラ
ツ
キ
が
み
ら

れ
る
（
表
）
。
東
京
、
大
阪

等
の
都
市
部
以
外
で
も
、
３０

％
に
満
た
な
い
県
が
散
見
さ

れ
る
。

同
省
は
、
平
地
で
は
集
積

率
が
８
割
近
く
に
達
し
、
一

定
の
集
積
が
進
ん
だ
が
、
中

山
間
地
域
で
の
集
積
が
課
題

だ
と
し
て
い
る
。

同
省
は
、
今
年
４
月
に
策

定
し
た
「
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
計
画
」
で
、
農
地
集

積
率
の
新
た
な
目
標
と
し

て
、
３０
年
ま
で
に
７０
％
達
成

を
掲
げ
た
。

２４
年
度
で
７０
％
を
超
え
て

い
る
都
道
府
県
は
、北
海
道
、

秋
田
、
山
形
、
富
山
、
福
井
、

佐
賀
の
６
道
県
の
み
と
な
っ

て
い
る
。

農
水
省
は
６
月
２０
日
、
２５

年
度
の
バ
タ
ー
及
び
脱
脂
粉

乳
の
輸
入
枠
数
量
に
つ
い

て
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
お
い
て
輸
入

機
会
の
提
供
を
約
束
し
て
い

る
最
低
数
量
に
と
ど
め
、
品

目
別
内
訳
を
据
え
置
く
こ
と

を
公
表
し
た
。生
乳
換
算
で
、

１
月
に
設
定
し
た
、
カ
レ
ン

ト
ア
ク
セ
ス
と
し
て
当
初
の

１３
万
７
０
０
０
ｔ
の
範
囲
に

留
め
る
。

昨
年
は
、
猛
暑
に
よ
る
生

乳
生
産
の
減
少
が
懸
念
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
４
年
振
り
に

生
乳
換
算
で
約
５
万
ｔ
が
追

加
で
輸
入
さ
れ
た
。

現
状
の
需
給
状
況
と
し
て

は
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
等
の
原
料

と
な
る
脱
脂
粉
乳
の
需
要
は

低
迷
す
る
一
方
、
バ
タ
ー
の

需
要
は
業
務
用
を
中
心
に
堅

調
な
動
き
と
な
っ
て
い
る
。

業
界
及
び
関
係
者
は
、
乳
価

改
定
に
伴
う
バ
タ
ー
価
格
の

値
上
げ
に
よ
る
影
響
を
鑑

み
、
２５
年
度
の
バ
タ
ー
出
回

り
量
は
２４
年
度
実
績
を
下
回

る
と
見
込
ん
で
い
る
。

ま
た
、
直
近
の
生
乳
生
産

量
が
今
年
１
月
時
点
の
業
界

見
通
し
よ
り
も
上
振
れ
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
２５
年
度
末

の
バ
タ
ー
在
庫
量
は
前
年
度

末
を
上
回
る
と
見
通
し
て
い

る
。

こ
う
な
る
と
、
必
然
的
に

脱
脂
粉
乳
の
需
給
緩
和
が
課

題
と
な
っ
て
く
る
。

脱
脂
粉
乳
（
無
脂
乳
固
形

分
）
が
主
な
原
材
料
と
な
る

ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
の
発
酵
乳

は
、
２
０
０
０
年
度
以
降
、

着
実
に
生
産
量
を
増
や
し
て

き
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍

の
２０
年
度
以
降
は
、
３
年
連

続
で
減
少
し
た
。
こ
れ
は
、

健
康
食
品
の
多
様
化
で
、
ヨ

ー
グ
ル
ト
以
外
の
食
品
の
台

頭
が
挙
げ
ら
れ
る
。

し
か
し
、
２４
年
度
は
、
米

価
高
騰
な
ど
に
よ
る
米
離
れ

も
あ
り
、
洋
風
の
食
材
が
増

え
た
こ
と
で
ヨ
ー
グ
ル
ト
の

需
要
が
４
年
振
り
に
増
加
し

た
。
こ
れ
を
機
に
、
ヨ
ー
グ

ル
ト
需
要
の
更
な
る
拡
大
が

望
ま
れ
る
。

（％）
２４年
６９．１
２８．５
１４．６
２８．０
２４．０
３４．１
３６．５
３９．０
２９．２
２８．０
３４．４
２８．７
３３．９
３９．８
３６．４
５７．０
７１．４
４７．１
５４．０
４７．５
５８．６
４７．９
２９．５
６１．５

表 都道府県別の農地集積率の動き
１９年
６２．１
２２．３
１１．４
２４．０
１７．５
２８．１
３０．９
３４．２
２５．２
２４．３
３０．３
２５．３
２８．１
３１．８
３２．１
５４．２
７１．５
４２．５
４７．６
４２．６
５０．８
４２．５
２１．９
５７．１

１４年
４７．２
１６．７
８．８
１９．５
１３．０
２３．６
２１．８
２７．６
１９．８
１９．２
２４．６
２２．３
２９．１
２５．８
２１．０
４４．６
６９．１
３７．４
４４．５
３３．８
４５．８
３９．４
３０．１
５０．３

年度

滋賀
京都
大阪
兵庫
奈良
和歌山
鳥取
島根
岡山
広島
山口
徳島
香川
愛媛
高知
福岡
佐賀
長崎
熊本
大分
宮崎
鹿児島
沖縄
全国

２４年
９２．５
６０．０
５６．０
６５．５
７１．６
７１．９
４４．５
４２．３
５６．８
４４．１
３５．１
３１．７
２６．７
２３．０
３０．３
４２．３
４６．７
６８．３
７１．０
６５．８
７０．３
４３．４
４４．０
４７．７

１９年
９１．５
５６．５
５３．４
５９．２
６９．３
６６．４
３６．１
３５．４
５２．７
３８．８
３０．１
２５．２
２４．３
２０．０
２４．２
３７．６
３８．９
６３．９
６５．０
６１．２
６６．７
３７．０
３７．６
３８．９

１４年
８７．６
４８．０
４７．９
４８．８
６０．６
５３．６
２６．９
２４．５
４３．３
３０．２
２４．２
１９．９
２１．２
１９．５
１７．１
３２．０
３９．４
５４．０
５３．５
４５．７
５３．８
３０．７
３１．７
３０．１

年度

北海道
青森
岩手
宮城
秋田
山形
福島
茨城
栃木
群馬
埼玉
千葉
東京
神奈川
山梨
長野
静岡
新潟
富山
石川
福井
岐阜
愛知
三重

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
率
６１
％
超

配
合
飼
料
価
格
２
期
連
続
下
げ

配
合
飼
料
価
格
２
期
連
続
下
げ

新
た
な
目
標
は
３０
年
ま
で
に
７０
％

依
然
５
年
前
よ
り
２
万
円
以
上
高
騰

東京大学大学院特任教授・名誉教授 鈴木宣弘氏
下

目指す方向を明確にせずして
酪農・乳業の未来なし

目指す方向を明確にせずして
酪農・乳業の未来なし

バ
タ
ー
輸
入
枠
据
え
置
き

食料・農業 知っておきたい話 第１４６回

脱
脂
粉
乳
の
需
給
緩
和
が
課
題
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全
国
開
拓
振
興
協
会
が
創

設
さ
れ
た
７５（
昭
和
５０
）年
の

開
拓
情
報
を
基
に
、
当
時
の

様
子
を
振
り
返
っ
て
み
る
。

こ
の
時
期
は
、
開
拓
農
政

か
ら
一
般
農
政
に
移
行
し
た

重
要
な
時
で
あ
っ
た
。
高
度

経
済
成
長
が
終
わ
り
、
７３
年

か
ら
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
な

ど
も
あ
り
、
経
済
は
不
安
定

な
状
況
だ
っ
た
。
７４
年
に
は

飼
料
価
格
の
高
騰
と
、
輸
入

に
よ
る
牛
肉
価
格
の
暴
落
と

い
う
畜
産
危
機
に
あ
っ
た
。

当
時
は
三
木
武
夫
内
閣

で
、
農
林
大
臣
は
安
倍
晋
太

郎
氏
だ
っ
た
。

７５
年
度
国
家
予
算
に
つ
い

て
、
「
総
需
要
抑
制
の
た
め

の
財
政
規
模
の
圧
縮
」
と
い

う
厳
し
い
状
況
の
中
で
、
政

府
は
公
共
事
業
新
規
計
画
の

全
面
ス
ト
ッ
プ
と
い
う
方
針

だ
っ
た
。

し
か
し
、
開
拓
関
係
予
算

は
、
熱
心
な
要
請
運
動
も
あ

り
、
開
拓
者
長
年
の
悲
願
で

あ
っ
た
「
開
拓
道
路
等
補
修

事
業
」の
改
定
計
画
を
始
め
、

一
般
農
政
移
行
関
係
、
肉
用

牛
等
の
畜
産
価
格
安
定
対
策

な
ど
の
予
算
が
成
立
し
た
。

同
協
会
創
立
の
７
月
に
発

行
さ
れ
た
開
拓
情
報
で
は
、

農
林
省
の
調
査
に
よ
る
「
農

業
観
測
」
が
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
米
麦
を
除
い
た
農
産
物

総
合
価
格
は
「
前
年
度
よ
り

か
な
り
の
程
度
の
上
昇
」
と

な
っ
て
い
る
（
写
真
）
。

７５
年
産
米
の
生
産
者
米
価

は
玄
米
で
１
万
５
５
７
０
円

／
６０
㎏
（
前
年
比
１４
・
４
％

増
）
と
な
っ
た
が
、
全
農
総

連
要
求
の
１
万
９
７
９
４
円

に
は
届
か
な
か
っ
た
。

ま
た
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し

て
、
全
開
連
技
師
長
の
荒
川

武
志
氏
が
日
本
短
波
放
送
で

「
乳
用
種
去
勢
牛
の
牛
肉
生

産
の
現
状
と
問
題
点
」
と
題

し
て
講
演
し
た
こ
と
を
紹
介

し
て
い
る
。

９
月
１０
日
に
は
第
２６
回
西

日
本
開
拓
代
表
者
大
会
が
長

崎
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ

た
。
参
加
者
は
東
海
以
西
の

開
拓
関
係
者
、
国
会
議
員
、

農
水
省
、
関
係
機
関
団
体
等

約
４
０
０
名
が
参
集
し
た
。

議
案
は
、
◎
畜
産
対
策
の

強
化
、
◎
み
か
ん
・
養
蚕
そ

の
他
農
産
園
芸
対
策
の
強

化
、
◎
食
料
自
給
政
策
の
確

立
に
よ
る
新
開
拓
政
策
の
展

開
、な
ど
５
つ
が
提
出
さ
れ
、

活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。

１０
月
に
は
大
阪
市
中
央
卸

売
食
肉
市
場
で
中
部
関
西
地

区
、
１１
月
に
は
東
京
食
肉
市

場
で
関
東
北
地
区
が
、
そ
れ

ぞ
れ
開
拓
牛
枝
肉
共
進
会
を

開
催
し
て
い
る
。

１２
月
号
に
は
、
大
阪
の
高

島
屋
で
開
拓
牛
の
宣
伝
販
売

が
行
わ
れ
、
「
高
級
料
理
屋

に
劣
ら
ぬ
家
庭
用
高
級
大
衆

肉
だ
」
と
主
婦
に
大
人
気
、

と
の
記
事
が
あ
っ
た
。ま
た
、

茨
城
県
開
連
が
事
務
室
を
改

造
し
て
ミ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を

開
店
し
て
大
繁
盛
、と
あ
る
。

翌
年
の
７６
年
３
月
に
は
、

開
拓
中
央
三
団
体
と
農
林
省

の
共
催
で
、
「
開
拓
３０
周
年

記
念
式
」
が
盛
大
に
執
り
行

わ
れ
た
。

６
月
の
東
京
食
肉
市
場

で
、
国
産
豚
肉
相
場
が
昨
年

を
上
回
る
過
去
最
高
水
準
で

推
移
し
て
い
る
。
６
月
の
上

物
平
均
価
格
が
７
９
４
円

と
、
昨
年
の
７
５
３
円
を
超

え
、
統
計
が
あ
る
２
０
０
１

年
７
月
以
降
の
最
高
値
と
な

っ
た
（
図
）
。

６
月
の
上
物
最
高
値
は
１０

日
の
８
４
２
円
で
、
中
旬
か

ら
下
旬
に
か
け
て
は
７
０
０

円
台
で
推
移
し
た
が
、
月
末

に
再
び
８
０
０
円
台
に
上
昇

し
て
き
た
。

全
国
の
出
荷
頭
数
は
、
農

水
省
の
生
産
出
荷
予
測
で

は
、
６
月
が
１
２
５
万
７
０

０
０
頭
と
、
前
年
同
月
比
で

５
・
４
％
増
え
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
れ
は
前
年
が
豚
熱

の
発
生
や
、
猛
暑
に
よ
り
近

年
に
な
く
大
幅
に
出
荷
頭
数

が
減
少
し
た
た
め
で
、
こ
の

よ
う
な
事
情
で
今
年
は
前
年

同
期
よ
り
出
荷
頭
数
は
増
え

て
い
る
も
の
の
、
例
年
に
比

べ
る
と
ま
だ
少
な
い
と
見
込

ま
れ
る
。

出
荷
頭
数
が
減
少
す
る
主

な
要
因
と
し
て
、
昨
年
夏
の

猛
暑
に
よ
る
受
胎
率
の
低
下

が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
暑

さ
に
よ
り
飼
料
の
摂
取
量
も

減
少
し
、
増
体
不
良
に
よ
る

出
荷
遅
延
も
見
ら
れ
る
。

７
月
の
輸
入
量
は
、
米
国

産
は
、
現
地
相
場
高
が
続
い

て
お
り
、
代
替
え
と
し
て
カ

ナ
ダ
産
や
メ
キ
シ
コ
産
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
。

７
月
に
入
る
と
枝
肉
相
場

は
さ
ら
に
急
騰
し
、
３
日
に

は
９
０
０
円
を
突
破
し
た

（
表
）
。
８
日
は
９
３
２
円

と
、
昨
年
の
最
高
値
の
９
１

４
円
を
超
え
て
い
る
。

輸
入
物
が
値
上
が
り
し
て

き
た
こ
と
も
あ
り
、
国
産
の

相
場
が
上
昇
し
て
き
た
。
こ

れ
に
出
荷
頭
数
減
も
相
ま
っ

て
高
値
が
続
い
て
い
る
。

異
例
の
高
値
に
、
買
参
人

も
困
惑
し
て
き
た
。
こ
の
ま

ま
高
値
が
続
く
こ
と
は
良
い

が
、
消
費
者
に
目
を
そ
む
け

ら
れ
な
い
程
度
で
の
動
き
が

望
ま
れ
る
。

例
年
７
月
頃
が
相
場
の
ピ

ー
ク
と
な
る
こ
と
が
多
く
、

高
値
相
場
は
も
う
少
し
続
き

そ
う
だ
。

７
月
１
日
、全
開
連
は
、

東
京
の
本
所
内
に
食
肉
営

業
部
関
東
営
業
所
を
開
設

し
た
。

食
肉
営
業
部
は
、
従
来

は
主
に
ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト

㈱（
熊
本
県
球
磨
郡
錦
町
）

が
加
工
し
た
部
分
肉
・
枝

肉
な
ど
を
、
関
西
、
中
四

国
、
九
州
管
内
の
生
協
、

卸
売
業
者
、
ハ
ム
ソ
ー
メ

ー
カ
ー
等
に
販
売
し
て
い

た
。関

東
営
業
所
の
開
設
に

よ
り
、
今
後
は
販
路
拡
大

に
よ
る
部
分
肉
事
業
の
事

業
利
益
拡
大
の
た
め
、
全

国
的
な
営
業
を
展
開
す

る
。ま

た
、
ハ
ラ
ー
ル
の
輸

出
に
つ
い
て
も
、
積
極
的

に
展
開
し
て
い
く
。

主
な
農
水
省
の
人
事
異
動

（
７
月
１
日
付
）

▼
大
臣
官
房
長
（
大
臣
官

み
や
う
ら
こ
う

じ

房
総
括
審
議
官
）
宮
浦
浩
司

▼
消
費
・
安
全
局
長
（
大
臣

官
房
審
議
官
兼
輸
出
・
国
際

さ
か
か
つ
ひ
ろ

局
付
）
坂
勝
浩
▼
輸
出
・
国

す
ぎ
な
か

際
局
長
（
経
営
局
長
）
杉
中

あ
つ
し淳

▼
農
産
局
長
（
大
臣
官
房

や
ま
ぐ
ち
や
す
し

総
括
審
議
官
）
山
口
靖
▼
畜なが

産
局
長
（
大
臣
官
房
長
）
長

い

と
し
ひ
こ

井
俊
彦
▼
経
営
局
長
（
大
臣

官
房
新
事
業
・
食
品
産
業
部

こ

ば
や
し
だ
い

き

長
）
小
林
大
樹
▼
農
村
振
興

ま
つ
も
と
た
い
ら

局
長
（
畜
産
局
長
）
松
本
平

全
開
連
人
事

（
７
月
１
日
付
）

▽
食
肉
営
業
部
関
東
営
業

所
長
（
食
肉
営
業
部
参
与
東

京
駐
在
）
磯
部
好
正
▽
食
肉

営
業
部
関
東
営
業
所
（
東
日

本
支
所
東
京
事
業
所
）
今
直

哉
▽
管
理
部
電
算
室
（
兼
）

東
日
本
支
所
（
管
理
部
）
冨

田
柚
香

８
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

開
拓
組
織
の
主
な
行
事
は
次

の
と
お
り
。

８
月

２１
日

全
開
連
九
州
地
区
参

事
会
議
（
熊
本
）

２５
日

北
海
道
チ
ク
レ
ン
農

協
連
通
常
総
会

㈱
北
海
道
チ
ク
レ
ン

ミ
ー
ト
株
主
総
会

２０２５年７月 東京市場豚枝肉価格
（単位 :円）

１０日

９１２

９０１

７６０

９日

９１３

９０２

８０２

８日

９３２

８９８

７５８

７日

９２２

８９７

７３７

４日

９１９

９０１

８０３

３日

９０１

８８１

７７１

２日

８９７

８６６

８１３

１日

８９８

８８８

７８２

上

中

並

豚豚豚
肉肉肉
相相相
場場場
今今今
年年年
ももも
最最最
高高高
値値値
更更更
新新新

開
拓
農
政
か
ら
一
般
農
政
へ
の
移
行
期

開
拓
農
政
か
ら
一
般
農
政
へ
の
移
行
期

７
月
も
上
物
が
連
日
９
０
０
円
超

５０
年
前
の
開
拓
情
報
か
ら

５０
年
前
の
開
拓
情
報
か
ら

全国開拓振興協会が創立した月に発行された開拓情報７月号

関
東
営
業
所
を
開
設

全
開
連
食
肉
営
業
部

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
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「
土
用
の
丑
の
日
」に
は
、

鰻
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
人
が
多

い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
来

は
『
う
』
か
ら
始
ま
る
食
べ

物
で
、
ス
タ
ミ
ナ
が
付
く
も

の
で
あ
れ
ば
何
で
も
食
べ
る

の
が
よ
い
日
で
あ
る
。
「
土

用
の
丑
の
日
」
の
歴
史
と
、

牛
肉
を
食
べ
る
意
義
を
紹
介

す
る
。

●
「
土
用
の
丑
の
日
」
と

は

「
土
用
の
丑
の
日
」
は
、

「
土
用
（
＝
季
節
の
変
わ
り

目
直
前
の
１８
日
間
）
」
の
う

ち
の
「
丑
の
日
（
１２
日
単
位

で
カ
レ
ン
ダ
ー
を
数
え
た

日
）
」
の
こ
と
を
指
す
。
そ

の
た
め
、
年
に
よ
っ
て
は
丑

の
日
が
複
数
回
あ
る
こ
と
も

あ
り
、
今
年
の
夏
土
用
の
日

は
、
「
一
の
丑
」
の
７
月
１９

日
と
「
二
の
丑
」
の
７
月
３１

日
の
２
回
あ
る
。

●
『
う
』
の
付
く
食
べ
物

の
「
食
い
養
生
」
の
文
化

季
節
の
変
わ
り
目
に
体
調

を
崩
さ
な
い
よ
う
、
食
べ
物

で
栄
養
を
摂
り
体
調
管
理
を

す
る
「
食
い
養
生
」
の
文
化

が
存
在
し
、
「
丑
の
日
」
に

は
、
『
う
』
が
付
く
食
べ
物

で
滋
養
を
付
け
て
い
た
。
牛

（
＝
牛
肉
）以
外
に
も
、
梅
、

う
ど
ん
、
瓜
な
ど
が
該
当
す

る
。●

平
賀
源
内
が
火
付
け
役

の
「
土
用
の
丑
の
日
＝
鰻
」

で
は
、
何
故
「
土
用
の
丑

の
日
」
に
鰻
を
食
べ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、

「
日
本
最
古
の
コ
ピ
ー
ラ
イ

タ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
平
賀
源

内
の
影
響
だ
と
言
わ
れ
て
い

る
。脂

の
乗
っ
た
鰻
が
夏
場
に

売
れ
ず
、
馴
染
み
の
鰻
屋
か

ら
相
談
を
受
け
た
源
内
が
、

万
葉
集
に
あ
る
「
夏
や
せ
に

良
い
と
言
わ
れ
る
鰻
を
食
べ

な
さ
い
」
と
い
う
内
容
の
歌

か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
「
本

日
は
土
用
の
丑
、
鰻
食
う
べ

し
」
と
書
い
た
看
板
を
出
す

よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
。
博
識

で
名
が
通
っ
て
い
た
源
内
の

広
告
効
果
に
よ
り
鰻
が
売

れ
、
他
の
鰻
屋
も
真
似
を
し

た
た
め
、
「
土
用
の
丑
の
日

＝
鰻
」が
定
着
し
た
と
い
う
。

●
土
用
の
丑
の
日
に
牛
肉
を

！
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、

源
内
の
広
告
効
果
に
よ
っ
て

始
ま
っ
た
「
土
用
の
丑
の
日

＝
鰻
」
。
元
来
は
ス
タ
ミ
ナ

が
豊
富
な
『
う
』
が
付
く
食

べ
物
を
食
べ
る
こ
と
が
趣
旨

で
あ
っ
た
た
め
、
鰻
と
同
じ

ひ

い

く
脾
胃
（
脾
臓
と
胃
腸
）
を

養
う
と
さ
れ
、
胃
腸
が
疲
れ

て
体
力
が
落
ち
て
い
る
時
に

食
べ
る
と
良
い
食
材
の
１
つ

で
あ
る
牛
肉
を
食
べ
る
と
、

夏
を
元
気
に
迎
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

今
年
の
土
用
の
丑
の
日
は

も
う
一
度
、
７
月
３１
日
に
控

え
て
い
る
。
３１
日
の
土
用
の

丑
の
日
に
は
牛
肉
を
食
べ

て
、
元
気
に
夏
本
番
を
迎
え

た
い
。

７
月
３
日
、
第
１８
回
滝
沢

・
雫
石
連
合
畜
産
共
進
会
が

全
農
岩
手
県
本
部
中
央
家
畜

市
場
で
開
催
さ
れ
、
岩
手
花

平
農
協
（
花
平
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
改
良
同
志
会
）
の
鈴
木
稔

さ
ん
の
出
品
牛
が
経
産
牛
の

部
で
名
誉
賞
を
受
賞
し
た
。

鈴
木
さ
ん
の
出
品
牛
が
、

第
５
類
（
初
産
）
、
第
６
類

（
経
産
・
２
産
以
上
）
で
、

い
ず
れ
も
上
位
を
独
占
し
、

第
６
類
に
出
品
し
た
セ
ブ
ン

ス
ヘ
ブ
ン

エ
リ
ザ
サ
イ
ド

キ
ッ
ク
が
経
産
牛
の
部
の
最

高
位
に
選
出
さ
れ
た
。

第
４
類
（
未
経
産
・
１６
ヵ

月
以
上
）
で
は
宮
林
泰
之
さ

ん
の
出
品
牛
が
金
賞
を
受
賞

す
る
な
ど
、
同
同
志
会
の
レ

ベ
ル
の
高
さ
が
際
立
つ
結
果

と
な
っ
た
。

那
須
歴
史
探
訪
館
は
、
那

須
町
の
歴
史
資
料
に
つ
い
て

「
道
」
を
テ
ー
マ
に
展
示
し

て
い
る
施
設
で
あ
る
。

同
館
で
は
、
７
月
１１
日
〜

１２
月
１４
日
ま
で
明
治
維
新
以

降
の
軍
馬
教
育
や
兵
士
の
出

征
、
戦
後
開
拓
な
ど
、
那
須

地
域
の
人
々
と
戦
争
に
つ
い

て
の
特
別
展
示
を
行
っ
て
い

る
。
開
拓
碑
の
写
真

や
説
明
の
展
示
と
と

も
に
、
千
振
開
拓
か

ら
借
り
受
け
た
防
寒

具
な
ど
当
時
の
開
拓

に
使
わ
れ
て
い
た
道

具
な
ど
の
展
示
も
行

っ
て
い
る
。

▽
那
須
町
の
主
な

戦
後
開
拓
組
合

展
示
で
は
、
「
那

須
町
の
主
な
戦
後
開
拓
組
合

（『
那
須
町
誌

後
編
』よ
り
）

と
題
し
て
、
那
須
町
に
入
植

し
た
人
々
が
所
属
し
て
い
た

開
拓
組
合
名
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
入
植
前
の
出
身
地
や
所
属

先
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

特
徴
的
な
の
は
、
「
新
夕

狩
：
石
川
県
・
福
島
県
・
地

元
の
軍
人
、引
揚
者
ら
」「
大

日
向
：
八
丈
島
、
硫
黄
島
、

奄
美
大
島
の
強
制
疎
開
者

ら
」
「
山
梨
（
大
石
）
：
北

海
道
＋
富
山
県
＋
地
元
入
植

者
」
「
那
須
高
原
：
東
京
都

転
業
開
拓
団
な
ど
」
「
外
務

那
須
野
：
外
務
省
関
係
者

ら
」
「
茶
臼
：
國
學
院
大
學

学
生
ら
」
な
ど
だ
。
疎
開
に

よ
り
故
郷
を
離
れ
た
人
や
、

県
や
学
校
な
ど
の
組
織
単
位

で
の
入
植
な
ど
、
入
植
者
そ

れ
ぞ
れ
の
出
身
が
伺
え
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

▽
開
拓
碑
の
説
明

「
千
振
開
拓
」は
、

し
ち

こ

３３
年
に
満
洲
の
七
虎

り
き力

（
満
州
音
で
「
チ

フ
リ
」
）
に
入
植
し

た
人
々
で
構
成
さ
れ

だ
い
ど
う

て
い
た
。
「
大
同
開

拓
」
は
、
東
京
・
深

川
の
失
業
労
働
者
が

中
心
と
な
り
従
事
し

た
満
州
の
開
拓
団

（
桜
ヶ
丘
）
と
義
勇

隊
出
身
の
凌
雲
義
勇
隊
開
拓

団
（
上
の
台
）
が
入
植
後
に

合
併
し
て
で
き
た
開
拓
組
合

だ
。
ま
た
、
戦
後
開
拓
農
家

の
岡
部
勇
雄
夫
妻
が
開
拓
を

行
っ
た
「
南
ヶ
丘
牧
場
」
に

か
た
ど

は
夫
妻
と
乳
牛
を
象
っ
た
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
付
き
の
開
拓
碑

が
あ
り
、
岡
部
氏
が
旧
満
州

国
で
の
開
拓
の
た
め
訓
練
を

き
ょ
う
は
く

受
け
た
「
鏡
泊
学
園
」
の
碑

も
あ
る
。

▽
開
拓
の
歴
史
を
語
り
継

ぐ
方
法
を
模
索

展
示
で
は
「
那
須
町
と
戦

後
開
拓
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー

も
設
け
ら
れ
て
い
る
。
「
様

々
な
ル
ー
ツ
を
背
負
っ
た
人

々
が
入
植
し
た
那
須
町
は
、

彼
ら
彼
女
ら
の
想
像
に
絶
し

が
た
い
悲
し
み
や
苦
労
の
上

で
酪
農
や
高
原
野
菜
な
ど
が

盛
ん
な
地
域
と
な
っ
た
」
と

し
て
い
る
。
『
栃
木
県
史
』

に
は
戦
後
開
拓
に
つ
い
て
の

項
目
は
な
く
、
実
態
は
不
明

で
あ
る
。
速
や
か
な
戦
後
開

拓
の
『
県
史
』
編
纂
が
望
ま

れ
る
。

栃
木
県
大
田
原
市
湯
津
上

の
金
丸
原
開
拓
は
、
市
の
南

部
に
位
置
し
、
近
く
に
は
国

宝
「
那
須
国
造
碑
（
な
す
の

く
に
の
み
や
つ
こ
の
ひ
）
」

や
、
「
侍
塚
古
墳
」
な
ど
、

日
本
の
歴
史
上
重
要
な
史
跡

が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

標
高
１
５
０
ｍ
程
で
、
夏

は
暑
く
雨
が
多
い
。
冬
は
寒

く
乾
燥
し
、
気
温
が
マ
イ
ナ

ス
に
な
る
こ
と
も
多
い
。

４５
年
１１
月
に
、
金
丸
原
陸

軍
演
習
地
だ
っ
た
土
地
を
中

心
に
、
１
０
０
名
を
超
す
開

拓
者
が
入
植
し
、
鍬
入
れ
を

行
っ
た
。

開
墾
初
年
度
は
ジ
ャ
ガ
イ

モ
や
陸
稲
、
サ
ツ
マ
イ
モ
等

を
栽
培
し
た
が
、
期
待
通
り

の
収
穫
は
得
ら
れ
な
か
っ

た
。
当
初
は
家
畜
も
少
な
く

堆
肥
も
無
く
、
資
金
不
足
で

土
壌
改
良
剤
の
購
入
も
ま
ま

な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
地
は
、
那
須
火
山
灰

の
酸
性
土
壌
で
、
改
良
は
困

難
だ
っ
た
。
４８
年
に
金
丸
原

開
拓
農
協
が
設
立
さ
れ
、
酸

性
土
壌
改
良
事
業
な
ど
に
よ

り
、
徐
々
に
改
良
さ
れ
た
。

４９
年
に
開
拓
営
農
資
金
に

よ
っ
て
北
海
道
か
ら
乳
牛
を

導
入
し
、酪
農
が
始
ま
っ
た
。

入
植
以
来
、
土
壌
問
題
、
冷

害
、風
水
害
等
に
悩
ま
さ
れ
、

畑
作
の
不
安
定
さ
を
痛
感
し

た
。
飼
料
作
物
な
ら
冷
害
等

の
影
響
も
少
な
い
こ
と
か

ら
、
酪
農
が
中
核
的
営
農
形

態
と
な
っ
て
い
っ
た
。

７０
年
代
に
入
る
と
、
養
豚

や
肉
用
牛
経
営
を
取
り
入
れ

る
農
家
も
出
て
き
て
、
着
実

に
広
が
っ
て
い
っ
た
。

ま
た
、
果
樹
栽
培
も
本
格

化
し
、
梨
畑
が
広
が
っ
て
き

た
。６４

年
に
は
当
時
県
が
推
進

し
て
い
た
養
蚕
が
始
ま
り
、

順
調
に
伸
び
た
が
、
８４
年
以

降
は
国
際
的
な
生
糸
の
需
給

悪
化
に
よ
り
衰
退
し
た
。

ま
た
、
７６
年
に
は
開
拓
整

備
事
業
に
よ
る
飲
雑
用
水
施

設
が
完
成
し
、
長
年
の
水
不

足
も
解
消
さ
れ
た
。

同
年
、
農
協
事
務
所
敷
地

内
に
、
組
合
員
に
よ
り
拓
魂

碑
が
建
て
ら
れ
た
。現
在
も
、

拓
魂
を
受
け
継
い
だ
後
継
者

が
頑
張
っ
て
い
る
。

土
用
の
丑
の
日
に
牛
肉
を

史跡の地で開拓の歴史が続く

『
う
』が
付
く
食
べ
物
で
食
い
養
生

栃木県大田原市・金丸原開拓

栄養豊富な様々な部位の肉を楽しめる
ゼンカイミートの焼肉セット

写真提供 : ２枚ともに那須歴史探訪館

那
須
歴
史
探
訪
館
で
特
別
展
示

「
那
須
と
戦
争
〜
日
清
戦
争
か
ら
戦
後
開
拓
ま
で
〜
」

花平ホルスタイン改良同志会大奮闘

滝沢・雫石連合畜産共進会

セブンスヘブン エリザサイドキック

開拓碑の写真と説明の展示
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農水省が６月に公表した「２５年度冬
春野菜等の需給ガイドライン」による
と、半数ほどの品目が２４年産実績より
需要が増加すると見込まれている。
同ガイドラインは、野菜価格安定制
度における登録生産者や登録出荷団体
が、冬春野菜等の供給計画を作成する
際の目安として、次期作の需要量、供
給量、作付面積について策定している
もの。２５年１０月から２７年３月までに出

荷される冬春野菜等２２品目について推
計した。
なお、今年度のガイドラインから、
昨年新たに指定野菜に指定されたブロ

ッコリーが追加されている。
●需要量●
過去１０年間の１人当たり需要量（純
食料ベース＝野菜の芯などの通常食さ

ない部分を除いた量）の推移から、１
人当たり需要量を推計し、これに当該
年次の推計人口を掛け算することで表
の程度と見込んだ。
２４年実績より増加が見込まれるのは

１４品目で、冬春ナスが４．９％増、冬春キ
ュウリが３．８％増、春夏ニンジンが
３．３％増などとなっている。減少が見込
まれるのは８品目で、冬ニンジンが
３％減、ホウレンソウが２．６％減、冬レ
タスが１．７％減などとなっている。
●国内産供給量●
国内産供給量は、供給量（輸入量含
む）を基に、輸入動向を勘案して推計。
２４年実績より増加が見込まれるのは、
冬春ナスが５．２％増、春ネギが５％増、
夏ネギが４％増などとなっている。減
少が見込まれるのは７品目で、ホウレ
ンソウが３．１％減、冬ニンジンが３％
減、バレイショが１．８％減などとなって
いる。
●作付面積●
作付面積は、国内産供給量を過去１０
年の単収の推移から推計した単収で割
り算することで算出。全国の作付面積
の指標となる。
２４年実績に比べ、バレイショが０．３％
増と見込む一方、タマネギが７．２％減と
大きく減少している（その他の品目は
増減なし）。

農水省は今年４月、新たな「果樹農
業振興基本方針」を定め、公表した。
果樹農業の様々な課題に対応し、需要
に応える果樹農業の発展を目指し、今
後２０年程度を見据えた５年間の基本方
針を定めている。
〈果樹農業を取り巻く現状〉
高品質な果実の生産や国内外での堅

調な需要から、卸売価格は上昇傾向に
ある。一方、果樹農業者の減少・高齢
化とともに、栽培面積・生産量は減少
しており、需要に対して生産が応えき
れていない。さらに異常気象が頻発し、
国内の果樹農業では高温等の影響によ
る障害が特に多く発生している。
果樹農業が大きな割合を占める中山

間地域では、果樹農業者の所得の確保
・向上とともに、果樹農業の地域の基
幹産業としての付加価値を高めていく
ことが課題となっている。
また、人口減少により果実の国内消
費量が減少する中、加工や輸出等の需
要は増加している。高品質な国産果実
の強みは活かしつつ、多様な消費者ニ
ーズをとらえ、果実加工品等の新たな
需要への対応や海外から稼ぐ力の強化
が必要となる。
〈３つの目標と施策〉
今後５年間で、生産量を２４４万７０００ｔ

（２３年）から２５６万ｔ（３０
年）に増やす目標を立て
た（表）。この目標を達
成するために、「生産基
盤強化の加速化」「新た
な需要への対応」「果実
の流通及び加工の合理
化」のための施策を推進
することと、分野ごとに
ＫＧＩとＫＰＩを定め
た。ＫＧＩが長期的に達
成を目指すゴールの目標
値を、ＫＰＩはそのゴー
ルに至る過程で達成を目
指す目標値を示してい
る。
生産基盤強化の加速化
では、担い手への園地の

集積・集約化や基盤整備を推進して規
模拡大などにつなげるほか、新しい技
術・品種の導入を推進することで生産
性の向上や気候変動などに対応する。
また、果樹型トレーニングファームな
どの取り組みで果樹産業への参入を推
進して担い手や労働力を確保する。さ
らに、大規模な事業者などの参入も促
すことで、地域の基幹産業として付加
価値を高めていく。
新たな需要への対応では、国内向け
には手頃で日常的に摂取してもらえる
生果実の生産や、加工向け果実の安定
生産を推進する。一方、海外向けには
需要の開拓や輸出相手国に応じた防除
体系の見直しのほか、ニーズに対応し
た価値や特性を持つ品種の導入を進
め、産地育成を推進することで、輸出
を強化する。
果実の流通及び加工の合理化では、
農村地域における人手不足やトラック
運転手の不足に対応するため、選果場
等の共同利用施設の再編集約・合理化、
出荷規格の見直し・共同輸送など、国
内外の流通体制の構築等を推進する。
また、規格外の果実に限らず、契約
生産など一定量を加工に回せるような
生産を進める。果実の機能性や地域の
特色により差別化が図れるような、地
域の基幹産品となる果実加工品の創出
などの取り組みを推進する。

２０２５年度冬春野菜等の需給ガイドライン表 （㌧、ha、％）

種別 需要量（純食料） 国内産供給量 作付面積
２４年実績 ２４年比 ２４年実績 ２４年比 ２４年実績 ２４年比

冬キャベツ ４１７，２００ ４２４，１１１ ９８．４ ５８７，８００ ５９７，６００ ９８．４ １４，８００ １４，８００ １００．０
春キャベツ ２４７，０００ ２４２，９９４ １０１．６ ３４７，２００ ３３８，９００ １０２．４ ８，５９０ ８，５９０ １００．０
冬春キュウリ ２５８，８００ ２４９，２４８ １０３．８ ２６９，７００ ２６１，０００ １０３．３ ２，４４０ ２，４４０ １００．０
秋冬ダイコン ６４９，６００ ６４０，３１２ １０１．５ ７５８，０００ ７４６，５００ １０１．５ １８，１００ １８，１００ １００．０
春ダイコン １６１，９００ １６０，９１０ １００．６ １８６，０００ １８４，２００ １０１．０ ３，９２０ ３，９２０ １００．０
タマネギ １，２７２，０００ １，２４５，９４５ １０２．１ １，１２３，１００ １，０９４，０００ １０２．７ ２３，１００ ２４，９００ ９２．８
大玉トマト ２２１，４００ ２２０，６１６ １００．４ ２６３，７００ ２６３，１００ １００．２ ２，３９０ ２，３９０ １００．０
ミニトマト ８６，５００ ８５，２７８ １０１．４ １０３，０００ １０１，７００ １０１．３ １，１７０ １，１７０ １００．０
冬春ナス ９９，８００ ９５，１３０ １０４．９ １１４，５００ １０８，８００ １０５．２ １，０２０ １，０２０ １００．０
冬ニンジン ２９０，９００ ２９９，８８９ ９７．０ ２３２，６００ ２３９，７００ ９７．０ ７，３００ ７，３００ １００．０
春夏ニンジン ２２４，２００ ２１６，９５９ １０３．３ １４９，５００ １４４，９００ １０３．２ ３，７７０ ３，７７０ １００．０
春ネギ ６１，８００ ６０，６１３ １０２．０ ７７，６００ ７３，９００ １０５．０ ３，３５０ ３，３５０ １００．０
夏ネギ ６８，０００ ６６，２６０ １０２．６ ８６，０００ ８２，７００ １０４．０ ４，７１０ ４，７１０ １００．０
秋冬ハクサイ ４５９，２００ ４５７，０４３ １００．５ ５７４，３００ ５７５，６００ ９９．８ １１，６００ １１，６００ １００．０
春ハクサイ ９３，７００ ９３，４９４ １００．２ １１６，９００ １１６，４００ １００．４ １，７７０ １，７７０ １００．０
バレイショ １，７８６，６００ １，８０７，０６１ ９８．９ １，１４２，３００ １，１６３，２００ ９８．２ ７１，４００ ７１，２００ １００．３
冬春ピーマン ６８，１００ ６８，６９５ ９９．１ ７３，０００ ７３，１００ ９９．９ ６９０ ６９０ １００．０
冬ブロッコリー ５４，８００ 今年度より追加 ８７，５００ 今年度より追加 ８，６８０ 今年度より追加春ブロッコリー ２０，１００ ２９，４００ ２，９１０
ホウレンソウ ２２１，３００ ２２７，２９９ ９７．４ ２００，３００ ２０６，８００ ９６．９ １８，７００ １８，７００ １００．０
冬レタス １４５，１００ １４７，５６１ ９８．３ １７４，９００ １７７，９００ ９８．３ ７，２５０ ７，２５０ １００．０
春レタス ８６，２００ ８４，３０６ １０２．２ １０５，８００ １０３，３００ １０２．４ ３，７３０ ３，７３０ １００．０

（農水省の資料を基に作成）

今年度からブロッコリーを追加
２５年度冬春野菜等の需給ガイドライン２５年度冬春野菜等の需給ガイドライン

新たな果樹農業振興基本方針
輸出や加工向けなど新需要を推進
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北里大学動物飼育管理学研究室と雪
印メグミルク㈱酪農総合研究所は、３
月４日、「酪農暑熱対策セミナー～異
常な暑さが通常になる時に備えて～」
と題してセミナーを開催した。当日は、
同大学の鍋西氏が、様々な視点からの
暑熱対策について講演を行った。その
中で、畜舎の屋根に断熱パネルを設置
した場合の効果について紹介があった
ので、その内容を紹介する。
～屋根の暑熱対策の重要性～
同氏は「最初に重要なのは屋根の色」

だと強調。黒色系の屋根は熱を集めて
しまうため、牛舎内で換気や送風の対
策を行っても、効果が十分に発揮され
ないことを指摘した。
暑熱対策の優先順位は、①直射日光
対策（西日、照り返しを含む）、②屋
根の断熱、③牛舎の換気、④牛への送
風―となる。畜舎内での対策の効果を
十分に発揮するためにも屋根への石灰
や白色ペンキの塗布は重要だが、これ
らの遮熱塗料を塗布した牛舎では、何

は

年か後には剥がれて、やり直さなけれ
ばならないことを指摘した。
～被せて使う断熱パネル～
資材の検証：青森県内の酪農場か

ら、前年の夏に暑さで牛が４頭死亡し
たことから牛舎の暑熱対策について相
談を受けたため、同酪農場の畜舎の屋
根に断熱パネル（鋼板＋硬質ウレタン
フォーム＋アルミクラフト紙でできた
資材「ガルダン」）を被せ（写真）、

効果を検証した。
豚舎や鶏舎では広く普及していて実
績があること、既存の牛舎の屋根に比
較的簡単に施工可能なこと、遮熱塗料
などと比べて持続性が高く費用対効果
が期待できることから、このパネルを
選定した。
断熱パネルに使用されている「硬質
ウレタンフォーム」は、複数の薬剤を
混合して発泡させて作った小さな泡の
集合体の樹脂素材。熱を伝えにくいガ
スが封じ込められており、断熱剤の中
でも非常に断熱効果が高い。また、「ア
ルミクラフト紙」はアルミ箔とクラフ
ト紙でできており、天井等の断熱に使

われる素材である。
結果：上の図は、同じ敷地内の、断
熱パネルを付けた牛舎と付けていない
牛舎の屋根裏の温度のグラフとなって
いる。断熱材有の方が温度上昇を抑制
している。また、導入後（２４年８月）
は、乳量・たんぱく質率・無脂固形分
率等が上昇した。なお、乳脂率は低下
したものの、３．８８％だった。
同酪農場の牛群検定の成績から計算
した検定乳量は、導入後は４１７㎏／日増
加し、乳価を２３年８月の１０５円で計算し
ても、１日４万３８１６円／日の増加とな
った。断熱パネルの導入により生産性
向上の効果がみられた。

（公社）北海道酪農検定検査協会は、
北海道全体の生乳の成分を地区別・月
別に分析した「２０２４年度地区別合乳成
分率検査成績」を公表した。全道の乳
脂率の平均（４～３月）が４．０９９％（前
年平均比０．０４８㌽増）となり、過去最高
となった。他の項目でも、たんぱく質
率が３．３９３％（同０．０３８㌽増）、無脂固形
分率が８．８５４％（同０．０３８㌽増）と上昇し
ており、乳質が向上していることがう
かがえる。
乳質が向上した理由としては、全道
で牧草の生育がよく、良質な粗飼料を
給与することができたことや、乳牛の
改良により、乳脂肪分が向上したこと
などによるものとみられている。
今年も北海道は一番草が概ね質・量
ともに期待が持てる状況となってお
り、益々の乳脂率の向上が期待される。
◇乳脂率を向上させるために◇
釧路農業改良普及センターによる

「乳脂率を向上させるために」から、
乳脂率向上のための方策を紹介する。
乳脂肪の供給源は大きく分けて３つあ
る。①ルーメン発酵によりできる酢酸
や酪酸（５０％）②乳牛自身の体脂肪
（４０％）③エサに含まれる脂肪分（１０％）
であり、乳脂肪中の比率は上記カッコ
内の割合となっている。乳牛の健康を
保ちながら乳脂率を向上させるには、
最も比率の高い①の酢酸と酪酸の供給
を確保することが重要となる。

酢酸や酪酸の生成量が低下する要因
はルーメン内のｐＨが低下するためで
あり、ルーメン内ｐＨを安定させるに
は、適切な飼料給与と、飼料の選び食
いや固め食いをさせないことが重要と
なる。そのため、給与飼料の対策とし
ては①粗飼料割合・デンプン濃度を見
直す②不飽和脂肪酸の多い飼料（大豆
やトウモロコシ）の給与量を見直す。
また、選び食い・固め食いの対策と
しては、❶TMRの水分が低い場合、加
水する（加水量はTMR重量の約１０％
を目安に始め、選び食いが無くなるま
で調整する）❷切断長の長い粗飼料を
給与しない❸可能であれば給与回数を
増やす❹可能であれば牛が食べやすい
ようにエサ寄せの回数を増やす（写真）
―などの対策が有効。
また、ベテランの開拓酪農家に聞い
たところ、「夏場はヤシ油などの油や、
綿実などの油分の多い飼料の給与が有
効」「一番は、良質な粗飼料の給与」
という情報を得た。

（公財）日本乳業技術協会は３月３１
日、２４年（１～１２月）の「全国集乳路
線別生乳成分調査」の結果を公表した。
乳業会社など８社から回答を得た。
工場に搬入された生乳をローリー単
位で、調査路線数とした。７６２５路線（前
年より２２０路線減）が対象。１日当たり
の全生乳生産量に対する調査対象乳量

の割合は４１．５％（同０．９㌽減）となって
いる。
全国の乳脂率の通年平均は４．０１９％

（同０．０２８㌽増）。地域別にみると、全
国通年平均を上回った地域は北海道
（４．０４０％）のみだった。乳脂率は４．０％
以上４．１％未満が最も多く、全体の
２０．５％（同１．６㌽増）となった。３．６％未
満の割合は前年から減少しており、乳
脂率向上の傾向がみられる。
無脂乳固形分率の全国通年平均は

８．８５６％（前年比同０．０３８㌽増）だった。

（一社）家畜改良事業団は５月３０日、
２４年の乳用牛群能力検定成績速報を公
表した。２４年（１～１２月）の全国の３０５
日乳量は減少した。
また、分娩間隔は３日延長した。全
国の検定参加戸数は５９５６戸で、２４年の
畜産統計の戸数に対して５０．９％を占め
ている。
１頭当たりの乳量（ホルスタイン種、

３０５日乳量、立会検定）の全国平均は、

４０㎏（前年比０．４％）減少し、９７１３㎏と
なった。地域別では、北海道は４５㎏（同
０．５％）減り９７０９㎏、都府県は３０㎏（同
０．３％）減り９７２１㎏だった。なお、自動
搾乳（搾乳ロボット）検定は４１㎏（同
０．４％）増加し、１万１４３９㎏だった。
分娩間隔の全国平均は３日延長し、

４２８日だった。地域別では、北海道は３
日延長し４２２日、都府県は２日延長し
４４２日となった。同事業団は、分娩間隔
の短縮には、極端に分娩間隔が長期化
した牛を出さないように早め早めの管
理を徹底することが大切と指摘してい
る。

屋根に断熱パネルで暑熱対策
生産性向上に

断熱パネルの設置の様子

乳脂率・無脂乳固形分北海道 乳脂率平均４．０９９％に
とも上昇傾向続く過去最高を更新 ２４年全国集乳路線別調査

食べやすい位置に
寄せる

釧路農業改良普及センターの資料から

３０５日乳量、北海道
・都府県とも減少
２４年乳用牛群検定速報
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農水省は４月、「家畜排せつ物の利
用の促進を図るための基本方針」を変
更し公表した。各課題への対応方針が
示されているので、紹介する。
〈家畜排せつ物の適正管理〉
老朽化した施設の修繕や更新のため
の経済的負担を軽減するため、リース
事業の活用や低利融資などの支援が利
用できる。更新の際、強制発酵施設等
への機能強化を行うのが望ましい。
〈堆肥の生産・利用拡大・流通〉
国や地方公共団体は、みどり法に基
づく税制優遇や低利融資等のメリット
措置を周知し、積極的な認定取得を推
進する。地方公共団体や農協等が連携
し、新規需要の獲得やマッチング体制
を整備する。また、地域間の堆肥の需

給バランス改善に向け、耕種農家のニ
ーズに合わせた堆肥の高品質化やペレ
ット化を推進する。ペレット化に取り
組む際は、製造コストや輸送コストと
販売価格とのバランス等を検討する。
〈エネルギー利用〉
消化液等の利用先が確保でき、施設
整備費や維持費を考慮したうえで持続
できる場合は、バイオマス発電が排せ
つ物処理における有力な選択肢とな
る。また、発電された電気を地域利用
する循環経済地域の創出を推進する。
この際、消化液を確実に処理・利用で

きるように散布先や不需要期の貯留ス
ペースの確保が必須である。
〈環境規制への対応〉
地方公共団体の畜産部局は、環境部
局と連携して適正な飼養管理や施設管
理が図られるように指導等を実施す
る。悪臭対策は、立地環境や施設構造
などの条件に応じ、複数の手法の組み
合わせを検討。臭気の見える化により
悪臭原因や対策効果を確認する。排水
対策は、飼養頭数規模に見合う処理施
設を備えたうえで、ばっ気量の調整な
ど日々の適切な運転管理や専門業者に

よる定期的なメンテナンスを行うこと
が重要である。
〈地球温暖化対策〉
家畜排せつ物の管理方法の変更によ
る堆肥の高品質化、アミノ酸バランス
改善飼料の給与による飼養効率の向上
などのメリットを示しつつ、農家での
取り組みを推進する。Ｊクレジット制
度、特にプログラム型プロジェクトの
活用を促していく。畜産物における温
室効果ガス削減貢献の「見える化」な
ど、消費者の理解醸成を推進する。
〈技術開発の促進〉
低コストで実用的な、省エネルギー
化によるランニングコスト低減など、
収益面でメリットを感じられる技術開
発を促進する。

農水省は、「家畜遺伝資源に係る不
正競争の防止に関する法律」の施行状
況等について検討会を開催し、その結
果を取りまとめ、公表した。
和牛精液と受精卵の不正輸出の発生
を防ぎ、人工授精用精液等の知的財産
としての価値の保護や流通の適正化を
図ることが急務であったため、同法が
２０年に施行され、不正利用による損害
が発生した際に差止請求や損害賠償請
求などを可能とする、損害への救済措
置が設けられた。同法は、施行後５年
以内に施行状況等を勘案して、必要に
応じて見直すこととされており、今回
この検討会が開かれた。
検討の結果、家畜人工授精所などへ
の立ち入り検査を実施し、受精卵等の

管理状況の把握や指導を徹底する方針
が示された。
また、家畜遺伝資源の譲渡契約の締
結状況（２３年時点）は、人工授精用精
液でほぼ１００％、家畜受精卵で８４％とな
っている。一方、ストローに使用制限
があることを示す「（Ｒ）」が表示さ
れている割合は、精液で４８％、受精卵
で３５％に留まっている。Ｒの表示をし
ていないと、不正利用や盗難などに遭
った際に同法の保護対象とならないた
め、これらの周知活動を継続し、実施
率１００％を目指して徹底していく。
なお、同法が施行されてから現在ま
でに不正流出・利用されたケースは確
認されていないため、現行の規定を維
持することが決まった。

農水省は５月１日、カシューナッツ
か く え き

殻液（以下、ＣＮＳＬ）を、牛のゲッ
プ由来の温室効果ガスを削減する目的
の飼料添加物として指定した。
ＣＮＳＬは、カシューナッツの殻か
ら圧搾抽出される天然の油状液体。ア
ナカルド酸などの天然フェノール類が
豊富に含まれており、牛の第一胃内の
細菌叢に作用することで、牛がゲップ

として排出するメタンガスの発生を低
減する効果がある。ＣＮＳＬは、天然
物として初めて、飼料添加物に指定さ
れた。
㈱エス・ディー・エス バイオテッ
クによると、国内で製造・販売されて
いるＣＮＳＬを含有する飼料添加物
は、同社が１２年より製造・販売してい
る「ルミナップ」のみとのことだ。

農畜産業振興機構は７月９日、肉用
牛肥育経営安定交付金（牛マルキン）
の交付金単価（２５年５月分、概算払い）
を公表した。
乳用種で標準的販売価格が標準的生
産費を下回ったため、交付が行われる。

肉専用種は、北海道と福島県で発動し
た。今月も交雑種での発動はなかった。
交付金単価（１頭当たり）は、乳用
種は２万２４６０．６円（前月は１万４４７５．８
円、概算払い）となっている。
前月分と比べると、標準的販売価格
が上昇したものの、それを上回って素
畜費が上昇したため、交付金は増額と
なった。

マイボイスコム㈱は６月に、「焼肉
に関するアンケート調査（第５回）」
の結果を公表した。全国の１０～７０代の
男女１１，７３４名から回答を得た。

◆「直近１年間にどのように焼肉を
食べたか（複数回答）」では、「スーパー
など店で購入した精肉を焼く（ネット
通販以外）」が５７．９％（２０２１年調査比４．２
㌽減）、「飲食店で食べる」が４３．６％（同
９．３㌽増）、「焼肉弁当や焼いてある肉を
購入して食べる（デリバリー・テイクア
ウト含む）」が１８．８％（同０．２㌽増）」の順
で高かった。前回調査よりも、飲食店で
の喫食が増加していることが伺える。
◆「焼肉で好きな肉や部位（同）」は、
牛肉では図のとおり。カルビが６５．１％
（５．９㌽減）、ロースが４９．７％（４．７㌽減）、
タンが４６．１％（０．９㌽減）、ハラミが
３４．８％（１．７㌽増）の順で高い。「焼肉
で使う肉を購入する時の重視点（同）」
では、「価格」が５４．９％（１．０㌽減）、「肉
の種類（牛肉、豚肉など）」が４８．６％
（２．７㌽減）、「国産肉である」が４８．５％
（０．７㌽減）の順で高く、「国産肉であ
る」は、西日本での比率が東日本と比
べてやや高い傾向がみられた。

（一社）日本家畜人工授精師協会
は、２５年第１四半期（１～３月期）
の「乳用牛への黒毛和種の交配状況
について（速報）」を公表した（下表）。
黒毛和種の交配割合は、全国平均

で４１．９％と、前期（２４年１０～１２月期）の
３８．５％から増加した。性選別精液（乳
用雌）の利用割合（全国平均）は２４．４％
で、前期より０．４％減、前年同期より
１．６％増加した。

地域 延べ人工
授精頭数

黒毛和種
授精頭数

黒毛和種の
割合（％）

黒毛和種交配割合
前期比（％）

黒毛和種交配割合
前年同期比（％）

北海道 ２０７，２３３ ６５，８４９ ３１．８ ３．４ ５．１
東北 ６，８４７ ２，９５９ ４３．２ ４．５ ２．９
関東 １４，６９７ ８，１８２ ５５．７ ３．９ ２．５
東海 ４，８７９ ３，２８６ ６７．３ ▲２．９ ３．０
北陸 ８４５ ４３８ ５１．８ ▲７．０ ▲２．０
近畿 ３，６６７ ２，５９８ ７０．８ ３．３ ４．８
中四国 ３，７２３ ２，８９７ ７７．８ ７．３ １．２
九州 ４，４６９ ２，９８８ ６６．９ ６．０ １．１
都府県 ３９，１２７ ２３，３４８ ５５．２ ３．６ １．４
全国 ２４６，３６０ ８９，１９７ ４１．９ ３．４ ３．５

（一社）日本家畜人工授精師協会の資料から作成

家畜排せつ物の利用方針を策定
堆肥化や温暖化対策などを示す

好きな焼肉部位牛カルビが１位受精卵など家畜遺伝資源の流出防止
飲食店での喫食が増加

立入検査や譲渡契約締結を徹底

カシューナッツ殻液にメタンガス削減効果
天然由来の添加物としては初めて

乳用牛への黒毛和種交配４１．９％に増加
性選別利用割合は０．４％減

黒毛、乳用種で発動
牛マルキン５月分
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

素牛素牛
スモールスモール

熊本県錦町のゼンカイミート㈱で
は、毎月１回、最終土曜日に加工場な
らではの新鮮な牛肉やホルモンなどの
直売を行っている。
九州南部の今年の梅雨明けが、平年
より１８日も早い６月２７日で、合わせた
ように翌日が直売日となった。
早くも焼肉シーズン到来ということ

で、焼肉用セットや、ホルモン、レバ
ーなどのバーベキュー用食材を中心に
飛ぶように売れた。来るべき猛暑に備
えて、スタミナを付けるにはもってこ
いの直売だった。
現在は、交雑種や黒毛和牛も数多く
取り揃えられており、来店した人たち
はじっくり選びながら購入していた。
近隣の農家との繋がりも続いてお

り、採れ立てで新鮮な地元の野菜や果
物も販売されており、バランスの取れ
た献立作りに一役買っている。また、
地元で大人気の和菓子屋も出張販売し
ており、来場者を楽しませていた。

参院選後の夏季
商戦の盛り上が
りに期待

参議院選挙が７月２０日に行われる
が、選挙時期は荷動きが悪くなる傾向
にあるようだ。選挙後の夏季商戦が活
発になることを期待したい。
【乳去勢】６月の東京食肉市場の乳
牛去勢Ｂ２の税込み枝肉平均単価（速
報値）は、１２０１円（前年同月比１１８％）
となり、前月より２４円上がった。
７月に入っても頭数は減少傾向にあ
り、相場も１２００円前後の動きとなって
いる。
【Ｆ₁去勢】６月の東京食肉市場の交
雑種去勢の税込み枝肉平均単価は、Ｂ
３が１５４５円（同１０２％）、Ｂ２が１４２３円
（同１０６％）だった。前月に比べ、Ｂ３
が８０円減、Ｂ２も１０２円減と、弱含みで
の推移となった。

７月に入ると、出荷頭数は前年並み
で、Ｂ３で１６００円前後と強もちあいの
展開となっている。
【和去勢】６月の東京食肉市場の和
牛去勢の税込み枝肉平均単価はＡ４が
２１０１円（同１０６％）、Ａ３が１９８０円（同
１０８％）だった。前月に比べ、Ａ４が１６５
円下がり、Ａ３も１８３円下がった。
７月に入ると、Ａ４で２１００円台での
推移となっており、頭数はわずかに減
少する見込みで、弱もちあいだが、選
挙後の需要増加に期待したい。
【出荷頭数】７月の出荷頭数は、和
牛５万８００頭（同９９％）、交雑種２万２８００
頭（同１０１％）、乳用種２万４２００頭（同
９３％）と、和牛・乳用種はやや減少す
る見込み。
【輸入量】農畜産業振興機構は７月
の冷蔵・冷凍品の輸入量を総量で４万
６６００ｔ（同９４％）と予測。内訳は、冷

蔵品１万６６００ｔ（同８８％）、冷凍品が
２万８４００ｔ（同９９％）。ほとんどの輸
入先で、冷蔵・冷凍品ともに前年を下
回ると予測される。
向こう１ヵ月の東京食肉市場の税込
み枝肉平均単価は、乳去勢Ｂ２が１１５０
～１２５０円、Ｆ₁去勢Ｂ４が１６５０～１７５０
円、同Ｂ３が１５００～１６００円、同Ｂ２が１４５０
～１５５０円、和牛去勢Ａ４が２１５０～２２５０
円、同Ａ３が１９５０～２０５０円での推移か。

品薄感は続くが
ピークは過ぎて
落ち着きそう

６月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物７９４円（前年同月比
１０５％）、中物は７６８円（同１０５％）とな
った。前月に比べ上物が１３４円、中物も
１４０円の急騰となった。
３面にあるように、７月に入ると、
上物で９００円を越える展開となってき
た。中物も９００円超の日も出た。時期的
にも相場はピークを迎えており、今後
はやや落ち着いた動きとなるが、品薄

感はまだ続きそう。
農水省の肉豚生産
出荷予測によると、
７月は１３０万頭（前年
同月比９９％）と、頭
数が少なかった昨年
と同等となってい
る。
農畜産業振興機構
の需給予測による
と、６月の冷蔵・冷
凍品の輸入量は総量
で８万８１００ｔ（同
１０２％）と、前年より

やや増加する見込み。内訳は、冷蔵品
３万３７００ｔ（同１２１％）、冷凍品５万４４００
ｔ（同９３％）。冷蔵品は、米国産より
も価格優位性が生じたカナダ産の増加
が見込まれる。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が７５０～８５０円、
中物が７００～８００円と、高値継続機運は
あるが、需要がついてこれず、買い控
え展開が起きるか。

Ｆ₁スモールは
頭数減が続き、
強もちあいか

【スモール】６月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、月末の取引結果を除く暫
定値）は、乳雄が１１万９０７４円（前年同
月比９２％）、Ｆ₁（雄雌含む）は２６万２５０５
円（同１２６％）と、前月に比べ、乳雄は
１万４７０８円増、Ｆ₁は２万４４１３円増と、
ともに続騰した。
乳雄は８ヵ月連続の上昇となった

が、７月に入ると北海道で１０万円を切
る市場も出て、やや落ち着いてきた。
Ｆ₁は頭数減の影響が大きく、本州では
３０万円を超える市場がまだある。頭数
減はしばらく続き、強もちあいの展開
となりそう。

【乳素牛】６月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
１９万７７６２円（同１１０％）、Ｆ₁去勢は４０万
６４６１円（同１２５％）だった。前月に比べ
乳去勢は６３０７円減、Ｆ₁去勢は７８４４円上
がった。
乳去勢・Ｆ₁去勢ともに、６月は前月
より頭数は減少し、今後も頭数減とな
ってくる見込み。
【和子牛】６月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格（同）は、
６９万８２６９円（同１２０％）で、前月より１
万８８７７円下がった。
６月の上場頭数は、前月より１７００頭
ほど減少しており、今後も頭数はやや
減少傾向だが、枝肉価格の状況によっ
ては相場は弱もちあいの可能性も。

６月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 円／kg

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ６３６ ６５８ ３１８ ３１８ １９８，４０５ ２０２，０８４ ６２４ ６３５
Ｆ１去 ２，１２１ ２，４８４ ３４２ ３４４ ４０２，５９９ ３９１，３１０ １，１７７ １，１３８
和去 ２，４４６ ２，７６４ ３４３ ３４３ ７５２，０２８ ７６２，７４１ ２，１９３ ２，２２４

東 北
乳去 ― ４ ― ２６７ ― １６０，８７５ ― ６０３
Ｆ１去 ３ ６ ２３７ ３１２ １８３，３３３ ３３３，８５０ ７７２ １，０７０
和去 ２，６１８ ２，７３５ ３３５ ３３１ ６３８，８７５ ６７７，７１５ １，９０９ ２，０４７

関 東
乳去 ３ ４２ ２７８ ２９２ １０４，８６７ ２８９，２７４ ３７７ ９９１
Ｆ１去 １４９ １６８ ３５５ ３５７ ３９８，０７５ ４０９，１２８ １，１２０ １，１４７
和去 １，０５３ ８２３ ３４０ ３３５ ７２９，９６０ ７４６，３１７ ２，１４６ ２，２３０

北 陸
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ１去 ― ― ― ― ― ― ― ―
和去 １６６ ― ３１８ ― ６３２，０９６ ― １，９８９ ―

東 海
乳去 ― １４ ― ３０２ ― １３０，０３６ － ４３１
Ｆ１去 ６８ ７０ ３３８ ３２９ ３９６，２４２ ４０５，６６４ １，１７１ １，２３２
和去 １９６ ４４９ ２７７ ２９５ ７０７，７３２ ７３４，４８９ ２，５５１ ２，４９０

近 畿
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ１去 ― ― ― ― ― ― ― ―
和去 ３６２ ３２０ ２７１ ２６５ ９７０，１１５１，０８９，０４８ ３，５７９ ４，１１０

中 四 国
乳去 ４９ ４４ ３０４ ３１３ １９６，１３７ １８８，３２５ ６４５ ６０２
Ｆ１去 ２６４ ３１５ ３３７ ３３３ ４２２，４０４ ４２３，１５１ １，２５３ １，２７２
和去 ８２４ ７８４ ３１７ ３２４ ６４５，９１１ ６６１，９８８ ２，０３８ ２，０４４

九州・沖縄
乳去 １ ３ ２８７ ２４６ １４７，４００ ８０，６６７ ５１４ ３２８
Ｆ１去 ３１５ ３０３ ３３６ ３３５ ４２７，３９７ ４５５，４４３ １，２７４ １，３５８
和去 ８，２３０ ９，４２５ ３１３ ３０８ ６９１，５２５ ７０４，１２８ ２，２０８ ２，２８６

全 国
乳去 ６８９ ７６５ ３１６ ３１５ １９７，７６２ ２０４，０６９ ６２６ ６４８
Ｆ１去 ２，９２０ ３，３２１ ３４１ ３４２ ４０６，４６１ ３９８，６１７ １，１９２ １，１６６
和去 １５，８９５ １７，６３６ ３２２ ３１８ ６９８，２６９ ７１７，１４６ ２，１６９ ２，２５５

注 : （独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

より新鮮な牛肉で猛暑に喝！
ゼンカイミート㈱の直売が大盛況

上 : 梅雨明けが前倒し、早くも焼肉シーズン到来
左下 : 大好評の焼肉セット 右下 : 直売でしか見られない新鮮な内臓地元の和菓子屋も出店を構える

畜
産
物
需
給
見
通
し

畜
産
物
需
給
見
通
し


